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タイ自動車市場月次統計（2017年４月） 

ピックアップトラックの輸出不振と国内での販売シェ 

アの低下で、タイ自動車ビジネスの収益性は悪化方向。 
 

 
 ４月国内生産台数（季調値）は前月比1.2％増の年率188.6万台。前年実績を下回り低空飛行が続く。 

 同月輸出台数は同6.0％増の年率108.0万台と増加したが、減少トレンドに変化なし。 

 内需回復は続く。しかし、ピックアップトラックの国内販売には頭打ち感があり、販売シェアは低下。 

 
ピックアップトラックの国内販売シェアは、新車投入が相次ぐ乗用車に食われるかたちで低下している。 

タイ工業連盟（Federation of Thai Industries：以下、FTI）が発表した2017年４月の四輪車総生産台数は、前

年同月比12.9％減と３か月連続で前年割れとなったが、季節調整済年率換算値(当社試算、以下 SAAR)は

前月比 1.2％増の 188.6 万台と２か月連続で増加した。もっとも、足元の SAAR は昨年実績194 万台を下

回る状況で低空飛行が続いている（図表１）。 

輸出台数の減少トレンドに変化は見られない。４月の総輸出台数は前年同月比 14.4％減と 10 か月連続

で前年割れとなった。SAAR は前月比 6.0％増の 108.0 万台と増加したが、６か月連続で 120 万台を下回

る水準となっている（図表２）。中近東での景気悪化が大きな逆風となっている。３か月後方移動平均値で

みたトレンドは下向いたままで、底が見えない深刻な状況が依然として続いている。 

一方、内需の増加トレンドは続いている。４月の国内販売台数は前年同月比15.1％増と４か月連続の２

桁％増となった。SAAR は前月比5.0％減の85.7万台と減少したが、３か月後方移動平均値で見たトレン

ドは増加基調が続いている（図表３）。４月の消費者信頼感指数は昨年 12 月から５か月連続の上昇となっ

た。農産物市況の回復に伴う消費ムードの改善が続いており、これが内需回復の下支えとなっている（図

表４）。国内販売台数の17年１～４月平均 SAAR は86万台となっており、FTI の17年見通しである80万

台を超えるレベルで、今のところ堅調に推移している。 

図表５は主要セグメント別の国内販売台数の推移を示している。３か月移動平均値でみる販売トレンド

に注目すると、新モデルが相次いだ乗用車は増加基調が続いている一方で、ピックアップトラック（ピッ

クアップトラックをベースとした SUV である PPV を含む）の販売には頭打ち感が出ており、また、貨物

車・バスの販売は浮揚感に欠ける展開が続いている。なお、17年１～４月累計の乗用車の販売構成比は前

年同期間比 5.4％ポイントアップの 38.7％と大きく上昇した一方、ピックアップトラックは同 3.4％ポイ

ントダウンの50.3％と、ピックアップトラックの販売シェアは乗用車に食われるかたちで低下している。 

タイ自動車市場では、輸出の大幅な減少を国内販売の増加

で吸収するかたちで、自動車メーカーが国内生産の底割れを食

い止めるという神経質な展開が続いていると言える。16 年度

決算を発表した多くの関連企業から、タイ国内市場の回復に期

待する声が多く聞かれたが、輸出低迷が深刻なため楽観は禁物

だ。加えて、高収益なピックアップトラックの輸出が低迷して

いる上、国内市場では同セグメントの販売モメンタムが低収益

な乗用車に負けており、タイ自動車市場の収益性が悪化方向に

あるということにも要注意である。 
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2011年 12 13 14 15 16 17

季節調整済年率換算値：SAAR（左軸）
３か月後方移動平均値（左軸）
前年同月比（右軸）

タイ四輪車総生産台数 前年同月比、％

17年4月SAAR 188.6万台
前月比＋1.2％

2012年
245万台

2013年
246万台

2014年
188万台

2015年
191万台

季調済、千台

2016年
194万台

17年1～4月
平均SAAR

184万台

注１： 赤塗りマーカーは各年の１月実績値。
注２： SAARは米センサス局法X-12-ARIMAにて浜銀総合研究所が試算。
出所： Federation of Thai Industriesのデータを基に作成

図表１ 国内生産は年率 190万台割れが続く 
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図表２ 輸出台数（SAAR）の下落トレンド続く 

図表３ 国内販売（SAAR）の増加トレンドは続く 
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季節調整済年率換算値：SAAR（左軸）
３か月後方移動平均値（左軸）
前年同月比（右軸）

タイ四輪車総輸出台数 前年同月比、％

17年4月SAAR 108.0万台
前月比＋6.0％

2012年
103万台

2013年
113万台

2014年
113万台

2015年
120万台

注１： 赤塗りマーカーは各年の１月実績値。

注２： SAARは米センサス局法X-12-ARIMAにて浜銀総合研究所が試算。
出所： Federation of Thai Industriesのデータを基に作成

季調済、千台

2016年
119万台
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季節調整済年率換算値：SAAR（左軸）
３か月後方移動平均値（左軸）
前年同月比（右軸）

タイ四輪車総販売台数 前年同月比、％

17年4月SAAR 85.7万台
前月比▲5.0％

季調済、千台

2012年
143万台

2013年
133万台

2015年

80万台

注１： 赤塗りマーカーは各年の１月実績値。
注２： SAARは米センサス局法X-12-ARIMAにて浜銀総合研究所が試算。
出所： Federation of Thai Industriesのデータを基に作成

2016年
77万台

2014年
88万台

17年1～4月
平均SAAR

86万台
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消費者信頼感指数（右軸）

四輪車総販売台数SAAR（左軸）

タイ四輪車総販売台数（SAAR）と消費者信頼感指数の推移

注１： 赤塗りマーカーは各年の１月実績値。
注２： SAARは米センサス局法X-12-ARIMAにて浜銀総合研究所が試算。
出所： Federation of Thai Industries、University of the Thai Chamber of Commerceのデータを基に作成

季調済、千台 2010年=100

図表４ 消費ムードの改善が国内販売回復の下支えに 
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季節調整済年率換算値：SAAR（左軸）
３か月後方移動平均値（左軸）
前年同月比（右軸）

乗用車販売台数 前年同月比、％

17年4月SAAR 33.7万台
前月比▲9.6％

注１： 赤塗りマーカーは各年の１月実績値。
注２： SAARは米センサス局法X-12-ARIMAにて浜銀総合研究所が試算。
出所： Federation of Thai Industriesのデータを基に作成

2012年

67万台

2013年

63万台

2014年

37万台

2015年

30万台

季調済、千台

2016年

28万台
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季節調整済年率換算値：SAAR（左軸）
３か月後方移動平均値（左軸）
前年同月比（右軸）

SUV（乗用車ベース）販売台数 前年同月比、％

17年4月SAAR 4.2万台
前月比＋13.6％

2013年

3.7万台

2014年

4.2万台

季調済、千台

2012年
2.6万台

2015年

5.7万台

2016年

4.8万台

注１： 赤塗りマーカーは各年の１月実績値。
注２： SAARは米センサス局法X-12-ARIMAにて浜銀総合研究所が試算。
出所： Federation of Thai Industriesのデータを基に作成
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季節調整済年率換算値：SAAR（左軸）
３か月後方移動平均値（左軸）
前年同月比（右軸）

貨物車・バス販売台数
（ピックアップトラック、SUV除く商用車）

季調済、千台 前年同月比、％

2012年

7.2万台

2013年

7.5万台

17年4月SAAR 4.6万台
前月比▲9.5％

2014年

5.0万台

2015年

4.6万台

2016年

4.7万台

注１： 赤塗りマーカーは各年の１月実績値。
注２： SAARは米センサス局法X-12-ARIMAにて浜銀総合研究所が試算。
出所： Federation of Thai Industriesのデータを基に作成
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季節調整済年率換算値：SAAR（左軸）
３か月後方移動平均値（左軸）
前年同月比（右軸）

ピックアップトラック販売台数（PPV含む）季調済、千台 前年同月比、％

17年4月SAAR 40.6万台
前月比▲9.1％

注１： 赤塗りマーカーは各年の１月実績値。
注２： SAARは米センサス局法X-12-ARIMAにて浜銀総合研究所が試算。
出所： Federation of Thai Industriesのデータを基に作成

2012年

67万台

2013年

59万台

2014年

42万台

2015年

40万台
2016年

39万台

図表５ セグメント別国内販売の推移：ピックアップトラック販売に頭打ち感 


